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日 本 の 白 鳥NihonnoHakucho（SwansinJapan） （34） ：8－10，2010

冬期 の水 田地帯 にお けるコハ クチ ョウの

採食環境 としての畦の役割

渡辺 朝一

310－0032水 戸 市 元 山 町2－2－33－202

新 潟 県 中 央 部 に 広 が る 越 後 平 野 一 帯 に は ， 毎 冬 多 数 の コハ ク チ ョ ウCygnus

columbianusが 飛 来 し，越冬 す る （渡 辺2009a） ． これ らの コハ クチ ョウは，夜 間 は潟

沼や河 川 な どで就塒 し， 昼 の間 は稲 刈 り後 の水 田地 帯 に小群 で展 開 して過 ごす （渡辺

2006） ．稲 刈 り後 の水 田に降 り立 った コハ クチ ョウは， あま り休 息す る こ とな く終 日

活 発 に採食 す る（渡辺2003） ．そ の食 物 内容 は，水 田面 に散 乱す るイネ の落 ち籾 ，水 田

面 に 自生す る越 年生 の 草本 であ る （渡辺2004，2005） ，

水 田地 帯 には， イネOTyzasativaを 栽 培す る水 田面 の ほか，畦 ，農 道 ，排 水 路 が

あ る．コハ クチ ョウが採食 場所 として利 用す るの は圧倒 的 に水 田面 が多 く，畦や 農道

は あま り利 用 され ない ． しか し，休 息す る個体 は採食 す る個体 に比較す る と，多 く畦

を利用 す るよ うで あ る （渡 辺2009b） ． また ， コハ クチ ョウ と同 じカモ 科 に属す る大型

の水禽 で あ る宮城 平 野 のマ ガ ンAnsera7bifronsは ， 時期 に もよるが ，水 田面 だ け

で な く， 畦 も採 食場 所 と して積 極 的 に利 用す る とい う（嶋 田2006） ．

コハ クチ ョウが 多 く採 食 す る草本 は スズ メノテ ッポ ウAlopθcuz・usaθqualis， ス

ズ メ ノカ タ ビ ラPoaannua， タネ ツケ バナCardaminθflexuos∂ の3種 類 で あ る．

この3種 は ，水 田面 に も畦 に も農 道 に もみ られ る． に もか かわ らず ，コハ クチ ョウが

あま り畦 や農 道 を利 用 しない のは，水 田面 にだ けみ られ るイネの落 ち籾 に対す る嗜 好

性 が高 か った り，水 田面 には上記3種 以外 の草本 が少 ない の に対 し，畦や農 道 で は，

上記3種 以外 に も多 く出現 した り高い被 度 を 占め た りす る種 が あ る （渡辺2009a） た

め効 率 が悪 くな り，畦 や農 道 を避 けてい る可能性 が考 え られ る．

本稿 で は，積 雪時 にお け るコハ クチ ョウの採食場 所 と しての畦 の機 能 を指摘 したい ．

1995年2月25日 ，福 島潟東 方 の水 田地 帯 を踏査 し， コハ クチ ョウを観 察 した．そ の

冬 は積 雪量 が か な り多 く，2月 下旬 で あ るに もかか わ らず 水 田地 帯 は多 くの場所 が積

雪に覆 われ て いた ， しか し，最 後 の降雪 か ら6日 以 上が経 過 してい たた め，雪 が次 第

に溶 け始 めて お り，水 田面は完全 に冠 雪 して いた に もかかわ らず ，畦 だけ が融雪 して

泥 が露 出 し， コハ ク チ ョウの成 鳥7羽 ，幼 鳥4羽 が畦 上 の草 本 を採 食 して いた （図1）場

面 を観 察 した ．この観 察か ら，畦 には，ま とま った積 雪の後 に，水 田面 よ り早 く雪が
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図1雪 が い ち はや く融 けた畦 上 で採 食す る コハ クチ ョ ウ成 鳥7羽 、幼 鳥4羽 の うちの一 部 （1995年2A25

日、新 潟 県 福 島潟 近 郊 で撮 影 ）

融 けて露出 し，コハクチ ョウに対 していちはや く採食場所を提供する機能があると考

え られた．筆者の2004年12．月11日 と2005年2月26日 にお ける水 田地帯におけるコハク

チ ョウの採食環境利用調査 （渡辺2009b） では，コハクチ ョウは採食場所 としてほとん

ど水 田面を選 んでお り，畦での採食はごくわずか しか記録 されなかった．しか し，こ

の調査は両 日とも全 く積雪がない環境下でのものであった．積雪がさま ざまな程度で

見 られた場合 に，コハクチ ョウが水 田面だけでなく，畦，農道，水路などをどのよ う

に利用するのか，あらためて調査す る必要がある．

近年 は越後平野一帯で も，積雪はかな り少な くなってきてい る．しか し，広い水田

地帯が冠雪す る機会はなくなったわけではな く，まだまだ頻繁 にみられる現象である．

そのため，畦は，雪がない場合はあま り利用 しないコハ クチ ョウにとって も，有用な

環境であると考 えられる．

引用 文献

嶋 田哲郎 ．2006． 日本 の水 田生 態系 にお け るマ ガ ンAnseτ ∂7hifronsの 越 冬 戦略 と

の保全 生態 学的研 究 ．岩 手 大学博 士学位 論文 ．岩 手大学 ，盛 岡．

渡辺 朝一 ．2003． 越 後平 野の水 田にお け るコハ クチ ョウの採 食個体 割合 の経 時変化

日本 の 白鳥 （27）：2－8．

渡辺 朝 一．2004． 越後 平 野の水 田で確 認 され た越 冬期 の ガ ン ・ハ クチ ョウ類 の採 食行

動 と食物 ．Strix22：99－107．

渡 辺 朝 一 ．2005． 冬 期 の 越 後 平 野 水 田 に お け る コハ ク チ ョウ の食 物 内 容 ．Strix

23：83－89．

渡辺 朝 一 ．2006． 冬季 の越 後平 野水 田にお け る コハ クチ ョウの群 れサ イ ズ と分布 ．新

潟 県生 物教 育研 究会誌41：7－12．



10

渡 辺朝 一 ．2008． 越 後平 野一 帯 のカモ科 鳥類 の記録 種 ・個 体数 の経 年変化 ．新 潟 県生

物 教 育研 究 会誌43：37－54．

渡辺朝 一 ．2009a． ガ ン ・ハ クチ ョウ類 の採 食地 として の冬 期越 後平野水 田の環境 ．新

潟 県 生物教 育研 究会誌44：13－27、

渡 辺朝 一 ．2009b． 冬期 の越 後平野 にお け る水 田構 造か らみ た コハ クチ ョウの採食 環境 ．

BirdResearch5：S11－S15．


